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１ 事業所の概要 
 
  事業所名   株式会社 HOT  

 所在地   香川県観音寺市坂本町6丁目5番-30-103号 

 連絡先 
 
 緊急時の連絡先 

  ＴＥＬ ０８７５－２３－６０８２ 
 
  ＦＡＸ ０８７５－２３－６０８３ 
 
  携帯  ０９０-７６２６－１５３２ 

 介護保険指定番号   居宅介護支援（３７７０５００８７８）開設年月日 H30.10/1 

 営業日 月曜日から金曜日 （土・日曜日、祝日、年末年始は休み） 

 営業時間   午前８時３０分～午後５時３０分まで 

通常の実施地域   観音寺市、三豊市、善通寺市、四国中央市、みよし市、多度津町 

 

２ 当事業所の法人概要 
 
  事業者名   おりーぶケアプランセンター 

  

 

 所在地   香川県観音寺市坂本町6丁目5番30－103号 

 連絡先（代表） 
  ＴＥＬ ０８７５－２３－６０８２ 
  ＦＡＸ  ０８７５－２３－６０８３ 

 法人種別   株式会社 

 代表者   代表取締役 前川 左地代 

 

３ 職員の体制  
 
 管理者  前川 左地代  

介護支援専門員  常勤・兼務2名以上、非常勤2名以上 

     前川 左地代  豊田 純子  尼子 有美、佐野 由美子 

   

  担当者                   

４ 事業の目的 

  要介護状態又は要支援状態にある高齢者に対し、適正な指定居宅介護支援を提供することを目的と

する。 

 

運営方針 

事業所の介護支援専門員は、要介護者等が居宅において日常生活を営むために必要な保健医療サー

ビス又は福祉サービスの適切な利用等をすることができるよう、当該居宅要介護者等の依頼を受けて

居宅サービス計画を作成するとともに、当該計画に基づく指定居宅サービス等の提供が確保されるよ

う指定居宅サービス事業者等との連絡調整その他の便宜の提供を行う。それを実施するにあたっては、

利用者に対し複数の事業所の紹介を行なうこと、また、選定した事業所を計画書に位置付けた理由に

ついて利用者・家族に説明を行なう。事業の実施に当たっては、関係市町、地域の保健・医療・福祉

サービスの提供主体との綿密な連携を図るものとする。また、当事業所の運営方針の概要等の重要事

項等については、事業所内に書面掲示するに加え、ウェブ上でも情報の閲覧ができるよう掲載します。 

 



 

 

 

 

(1) 居宅介護支援の内容、利用料及びその他の費用について 

居宅介護支援の内容 提供方法 
介護保険

適用有無 

利用料 

（月額） 

利用者負担額 

（介護保険適用の場合） 

① 居宅サービス計画

の作成  

別紙 1に掲げる 

「居宅介護支援

業務の実施方法

等について」を

参照下さい。 

左の①～

⑦の内容

は、居宅介

護支援の

一連業務

として、介

護保険の

対象とな

るもので

す。 

下表のとおり 介護保険適用とな

る場合には、利用料

を支払う必要があ

りません。 

（全額介護保険に

よ り 負 担 さ れ ま

す。）ただし、保険

料の滞納等により

１０割負担となる

場合がございます。 

② 居宅サービス事業

者との連絡調整  
③ サービス実施状況

の把握、評価  

④ 利用者状況の把握  

⑤ 給付管理  

⑥ 要介護認定申請に

対する協力、援助  

⑦ 相談業務  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所減算 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 【居宅介護支援費Ⅰ】  
要介護１・２ 要介護３・４・５ 

居宅介護支援（ⅰ）取り扱い件数 45 件未満 1,086単位 1,411単位 

居宅介護支援（ⅱ）取り扱い件数 45 件以上 60件件未満 544単位 704単位 

居宅介護支援（ⅲ）取り扱い件数 60 件以上 326単位 422単位 

初回加算 300単位 

入院時医療連携加算 （Ⅰ）250単位 （Ⅱ）200単位 

緊急時居宅カンファレンス加算 200単位 

退院・退所加算（上記カンファレンス参加な

し下記カンファレンス参加） 

連携 1回 450単位 2回 600単位 

連携 1回 600単位 2回 750単位 3回 900単位 

通院時情報連携加算（医師及び歯科医師） 50単位 

緊急時等居宅カンファレンス加算 200単位 

高齢者虐待防止措置未実施減算 －1％ 
業務継続計画三策定減算 －1％ （令和 7 年 3 月 31 日までの措置あり） 

運営基準減算 
・運営基準減算の場合 ×50% 
・運営基準減算が２月以上継続している場合は 
算定しない 

特定事業所集中減算 1 月につき-200 単位 



（その他の費用） 

 

 

 交 通 費（実費） 

 

 

 

  実費相当分 

 

 

1.通常の実施地域を越えた地点から、 

片道10キロメートル未満 100円 

2.通常の実施地域を越えた地点から、 

片道10キロメートル以上 200円 

 

 利用のあった月 

ごとに集計し, 

 翌月20日までに 

 請求させていた 

だきます。 

 

５ サービス利用割合の説明 

 ①各サービスの割合 

 ・前6か月間に作成したケアプランにおける、訪問介護、通所介護、地域密着型通所介護、福祉用 

具貸与の各サービスの利用割合 

  ②同一事業所によって提供されたものの割合 

  ・前6か月間に作成したケアプランにおける、訪問介護、通所介護、地域密着型通所介護、福祉 

   用具貸与の各サービス毎の、同一事業者によって提供されたものの割合 

提供されたものが占める割合につき説明を行い、理解を得るよう努める。 

 

①前６か月間に作成したケアプランにおける、訪問介護、通所介護、地域密着型通所介護、福祉用具貸

与の各サービスの利用割合 

訪問介護 48.7％ 

通所介護 53.0％ 

地域密着型通所介護 47.5％ 

福祉用具貸与 88.2％ 

②前６か月間に作成したケアプランにおける、訪問介護、通所介護、地域密着型通所介護、福祉用具貸

与の各サービスごとの、同一事業者によって提供されたものの割合 

訪問介護 

ヘルパーステーショ

ンはあとおんすまい

る 44.2％ 

ケアステーションオ

レンジ 21.6％ 

社会福祉協議会（観

音寺・三豊）11.3％ 

通所介護 
広域型デイサービス

禅進 23.2％ 

デイサービスセン

ターはあとおんか

がやき 21.7％ 

デイサービスリハ

ビリテーション晃

誠 17.3％  

地域密着型通所介護 

デイサービスセン

ターはあとおんき

らめき 28.7％ 

ひ ま わ り の 家 

14.7％ 
デイサービスう

らしま 11.2％ 

福祉用具貸与 
㈱ ト ー カ イ  

28.0％ 
㈱日協堂 27.0% 

(有)ゴトー商事

高松 22.9％ 

③判定期間 （令和 6 年度） 

■ 前期（3月 1日から 8月末日） 

□ 後期（9月１日から R7.2月末日） 

 
 

 

 



６ 緊急時・事故発生時・感染症の対応 

（１）利用者の主治医に連絡を行い、医師の指示に従います。また、緊急連絡先に連絡致し、当事 

業所管理者への報告を行います。 

（２）高齢者が安心して利用できるサービス提供体制を確立するため、事故防止に努めるとともに、

介護保険法並びに厚生労働省令に基づき、サービス提供に伴う事故発生時につきましては、下記

のとおり対応いたします。 

①医療機関への対応 

 地域の救急医療機関を基本に対応し、移送等は地元の消防署に依頼します。 

②事故発生時の連絡 

  速やかに家族等及び関係諸機関に事故発生状況及び今後の対応について報告します。 

＊保険者へ報告すべき基準 

   ・介護サービス提供に伴い、発生した重症又は死亡等の事故 

   ・介護サービス提供に伴い、発生した損害賠償事故 

   ・食中毒及び感染症等で法令により、保険所等へ報告が義務付けられている事由の事故 

   ・その他、必要と認められるもの    事例：看護・介護等による虐待、行方不明など 

③虐待防止について 

 利用者の人権の擁護、虐待の防止等の観点から、虐待の発生又はその再発を防止するため、次 

の措置を講ずるものとする。 

･虐待の防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催します。またその結果について、

従業者に周知徹底を図ります。虐待を防止するための従業者に対する研修を実施します。   

･虐待の防止のための指針を整備し、利用者及びその家族からの苦情処理体制の整備も行いま 

す。上記措置を適切に実施するための担当者を任命します。 

高齢者虐待防止委員会責任者（担当者）：代表取締役 前川 左地代 

構成委員：豊田 純子  尼子 有美 

・事業所は、当該事業所従業者又は養護者（利用者の家族等高齢者を現に養護する者）による 

虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報するものと 

します。 

   ④身体拘束について 

    身体的拘束等の更なる適正化を図る観点から、次の措置を講ずるものとする。 

    ・ 利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身

体的拘束等を行ってはならないものとする。 

・ 身体的拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊

急やむを得ない理由を記録しなければならないものとする。 

⑤感染症対策 

  感染症の予防及びまん延を防止するため、次の措置を講ずるものとする。 

･感染症の予防及びまん延防止のための従業者に対する研修及び訓練の実施 

･その他感染症の予防及びまん延防止のために必要な措置（委員会の開催、指針整備等） 

    ⑥記録･業務継続計画 

事業者は、前項の事故の状況及び事故に際して行った処置について記録を行ないます。 

また、感染症や非常災害の発生時において、業務を継続的に実施、再開するための計画を策定 

し、必要な研修及び訓練を定期的に開催するなどの措置を講じます。 

 



７ 損害賠償について 

   事業者は、サービス提供に伴って、事業所の責めに帰すべき事由により利用者の生命、 

身体、財産に損害を及ぼした場合には、その損害を賠償します。 

加入保険会社：AIG損害保険株式会社（連絡先：087-851-4047） 

 

 ８ サービスの苦情相談窓口   

 当事業の居宅支援に関するご相談・苦情及び居宅サービスに基づいて提供しているサービス 

 についてのご相談・苦情を承ります。 

 
  
 窓口担当者  
 おりーぶケアプランセンター 

 前川 左地代 

 

 
 連絡先   ０８７５－２３－６０８２ 

（受付時間 月曜～金曜日 ８：３０～１７：３０ ） 

 *土・日曜日、祝日、12/31～1/3は休日となっておりますが、 

 急を要する等であれば電話対応可能です。 

 [苦情対処方法] 
 ①苦情申出者からの連絡 

 ②苦情申立者への申出内容の確認 

 ③苦情報告書作成 

 ④苦情処理担当者による苦情処理内容の検討 

 ⑤苦情処理担当者から苦情申出者への苦情処理内容報告 

 ⑥苦情処理内容について申出者に承認・同意を得る 

  

  

 
 
  
 
 
 
 

 

   

 ＊ 当事業所以外に、市町村等の窓口にご相談・苦情をお伝えすることができます。 

 ●観音寺市高齢介護課       ０８７５－２３－３９６８ 

●香川県国民健康保険団体連合会   ０８７－８３２－３２６９ 

 ●観音寺市地域包括支援センター   ０８７５－２５－７７９１ 

 ●香川県健康福祉部長寿社会対策課 ０８７－８２２－７４３１ 

 

 居宅介護支援の提供開始に際し、利用者に対して本書面に基づいて重要な事項を説明し

ました。 

事業者 所在地   香川県観音寺市坂本町6丁目5番30－301号 

 名  称   株式会社 HOT おりーぶケアプランセンター 

 代表者名 代表取締役 前川 左地代             

説明者  介護支援専門員                     

  

    私は、本書面により、事業者から居宅介護支援についての重要事項の説明を受け同意

し、本書の交付を受けました。 

令和   年   月   日 

 

利用申込者    住  所                                   

  

         氏  名                                 

 

家族（代理人）  住  所                                   

 

         氏  名                                 

 



別紙1 

５ 居宅介護支援業務の実施方法等について（主な流れ） 

（１） 居宅サービス計画の作成（保険適用内） 

① 介護保険要介護認定において、「要介護 1～5」と認定された方に、下記の手順で居宅サービ 

ス計画を作成いたします。 

② 当事業所の重要事項説明書を説明し、それについて同意を得ることができましたら、契約書 

を締結させていただきます。 

③ 契約後、介護支援専門員が利用者様のお宅を訪問し、お困りのことやご希望をうかがって、 

解決すべき問題を把握します。 

④ 当該地域におけるサービス提供事業者の指定居宅サービスの内容や利用料等の情報を利用者 

及びその家族に提供し、利用者に指定居宅サービスを選択していただきます。利用者は居宅サー 

ビス計画に位置付ける居宅サービス事業所については複数の事業所の紹介を求めることが可能で 

あり、また当該事業所を居宅サービス計画に位置付けた理由を求めることが可能です。 

⑤ 提供される居宅サービスの目標、達成時期、居宅サービスを行う上での留意点等を盛り込ん 

だ居宅サービス計画の原案を作成します。 

⑥ 居宅サービス計画の原案に盛り込んだ介護サービスについて、保険給付の対象にならないも 

の（自己負担分）を区分して、それぞれ種類、内容、利用料等を説明し、うかがいます。 

⑦ 利用者とサービス提供事業者とのサービス利用契約の締結にあたって、必要な支援を行います。 

⑧ サービス担当者会議等を開催し、居宅サービス計画の内容について利用者やサービス事業者と 

共通認識を得て必要な修正を加え、計画を最終的に決定します。 

⑨ 居宅サービス計画の作成後、利用者の状況に応じてサービスが提供されるよう、状況把握に努 

め、サービス提供事業者との連絡調整を行います。 

⑩ 実施状況に当たっては、利用者宅への訪問による面接を月に一度は行って把握に努め、その結 

果を記録に残します。 

⑪ 居宅サービス計画の変更や要介護認定区分の変更にあたって、必要な支援を行います。 

⑫利用者が介護保険施設等への入所を希望される際には、利用者に介護保険施設に関する情報提供 

と連絡調整を行います。 

⑬病院等に入院しなければならない場合には、退院後の在宅生活への円滑な移行を支援等するため 

ため、早期に病院等と情報共有や連携をする必要がありますので、病院等には担当する介護支援専 

門員の名前や連絡先を伝えてください。 

（２） 給付管理（保険適用内） 

居宅サービス計画作成後、その内容に基づいてサービス利用票及び提供票による給付管理を行うと 

共に、毎月の給付管理を作成し、香川県国民健康保険団体連合会に提出します。 

（３） 相談及び説明（保険適用内） 

介護保険制度及び介護に関し幅広くご相談に応じます。 

（４） 医療機関との連携及び主治医への連絡（保険適用内） 

ケアプランの作成時又は変更時及びサービス利用時において必要なときは、利用者の同意を得た上で 

で、関連する医療機関や主治医と連絡をとり、連携を図ります。 

（５） 要介護認定に係る申請の援助（保険適用内） 

① 利用者の意見に基づいて、要介護認定等の申請に必要な援助をいたします。 

② 利用者の要介護認定の有効期間満了のおおむね60日前には、要介護認定の更新申請に必要 

な援助を行います。 


